
地震時に記録された潮位

関東地震から半年後の報告「関東地方激震後における震災地一等水準線路

の変動に就いて（大正十三年三月 陸地測量部）」は企画展初公開

国土地理院では、高さの基準として東京湾平均海面を用いています。この値を決める
ため、験潮場という観測施設を設置し東京湾の潮位を計測しています(気象庁では検潮
所、海上保安庁では験潮所など)。特に「油壺験潮場(神奈川県三浦市)」から「日本水
準原点(千代田区)」までの区間について、毎年水準測量を実施し標高を点検しています。
陸地測量部は1891年(明治24年)に、全国6ヶ所に験潮場を設置し、本格的に潮位観

測を開始しました。
大正関東地震が発生した1923年(大正12年)9月1日の潮位記録をご紹介します。
地震発生時に油壺験潮場にある験潮儀の時計が破損し欠測しましたが、３日後の９月

4日に復旧しています。
この地震で油壺験潮場は約1.4ｍほど隆起していることが潮位記録から読み取れます。

また国会議事堂前にある水準原点も水準測量により86mm沈下していることが分かり
水準原点の標高も改訂されました。
また、同時刻に太平洋側にある鮎川験潮場、串本験潮場、細島験潮場の3カ所の験潮

場の記録にも潮位の異常が見られ、海面の上下動が記録されています。

1923年(大正12年)９月１日地震当時における験潮場の潮位
「関東地方激震後における震災地一等水準線路の変動に就いて（大正十三年三月
陸地測量部）」より

細島験潮場：

串本験潮場：

油壺験潮場：

鮎川験潮場：

震央から約50km

震央から約390km

震央から約370km
震央から約760km

震央×

mm

年

1923年（大正12年）9月1日

↑３日後の９月４日１６時から潮位観測再開
（この部分は他の験潮記録と比較できません）
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地震後の垂直変動量
関東地震後の水準点の標高改訂に関連し、故障した水準点の復旧、新たな標高値の

決定等、変動量の調査を目的とした水準測量が実施されました。

大正十二年関東震災地一等水準点変動断面図
「関東震災地復旧測量記事」(昭和5年2月)より

一等水準点検測結果比較縦断面図
地震前に測量した標高と地震後の9月下

旬から約半年間の水準測量で得られた変動
量を併記しています。
「関東地方激震後における震災地一等水準線路の変動
に就いて」（大正１３年３月）より

改測一等水準網改測年次区分要図
水準測量を行った年次と路線図です。
「関東震災地復旧測量記事」(昭和5年2月)より

高輪-油壺間垂直変動図
「関東震災地一等水準点新旧比較変動図」

(昭和5年1月)より

高輪（品川駅付近）から油壺験潮
場までの垂直変動図です。下辺にあ
る線は地震前の標高を0mとして記
載され変動量をわかりやすく表示し
ています。
1923年(大正12年)、1924年

(大正1３年)、1926年(大正15年)
に水準測量を行い、その変化につい
ても記載されています。

水準測量は東京府、神奈川
県、千葉県、埼玉県、群馬県、
栃木県、茨城県、山梨県、長
野県、静岡県の1府９県にわ
たり、地震直後の9月下旬よ
り1926年(大正15年)度末ま
でに2622kmの水準測量を
行っています。

企画展初公開

一等水準点検測結果一覧表

地震前の標高と、地震後に行った水準測量で求められた標高の変化量をまとめ
た断面図です。湘南海岸付近と房総半島先端地域が1.5ｍ以上隆起しているととも
に八王子付近などで0.7mほど沈下しています。


